
令和２年度 学校総合評価 

 

６ 今年度の重点目標に対する総合評価 

今年度も、５領域それぞれの重点項目に対して各２つずつ計 10の達成目標を

掲げて取り組んだ。重点項目の内容は、令和元年度末の反省と学校評議員の意

見を参考にして、より現実的・具体的となるよう設定し取り組んだ。 

「１週間あたりの家庭学習時間」については、学校全体で見れば平均 637 分

の結果となり、前年度の 538 分から大幅に数値が上昇した。生徒の実態に合わ

せた課題の与え方、また、学級担任の効果的な助言等により、生徒の学習意欲

が高まったものと思われる。 

「保護者同意の進路希望先決定率」については、３年生で 100％、２年生で

82.6％とどちらも目標に到達できた。進路ガイダンス等の行事の実施、学力の

把握、保護者との面談等が上手く機能し、生徒の進路意識を向上させることが

できたものと考える。 

「教育活動への理解を深める情報発信の強化」では、保護者のホームページ

閲覧数が増加した。昨年度よりも更新回数を大きく増やしたこと、給食の内容

や行事予定等、新しい情報も発信したこと等が要因と考えている。 

 「自己肯定感の点数が向上した生徒の割合」において、６月から１月にかけ

て半数以上の生徒の点数が向上した。学年担当による個人面談やスクールカウ

ンセラーの助言等の効果も大きいが、学習指導面や進路指導面等の多くの項目

で重点目標を達成していることを勘案すると、学校経営全体が健全で本校生徒

に即しており、生徒が前向きな気持ちをもって学校生活を過ごした結果である

と考えている。 

 

７ 次年度へ向けての課題と方策 

「年間３冊以上の本を完読する生徒の割合」は目標値を大きく下回った。生

徒の興味・関心について調査を行うこと、また、長期休業中の一斉貸し出しな

どにより本に触れる機会を生徒に与えることが必要と考えている。 

学習面では、教員の教科指導力を向上させることが重要である。生徒の学習

意欲や進路目標に対応できるよう校内研修の機会を増やしていく。生徒による

授業評価等も次年度には導入したい。 

学校評議員からは、「活き活きと学校生活を過ごさせるためには、生徒の主

体性を大切にすべき」との意見をいただいた。近年のネットルール作成だけに

とどまらず、生徒自身が決定する仕組みを様々な領域に広げていく必要がある。 

本校は小規模校であり、教員も生徒も変化に対応しやすい。良いアイデアは

積極的に学校経営に取り入れ、さらに魅力のある学校となるよう改革を進める。 



８ 今年度の重点課題（学校アクションプラン） 

令和２年度 南砺平高等学校アクションプラン －１－ 

重点項目 学習活動 

重点課題  学習に取り組む態度の育成および教師の指導力の向上 

現  状 

・基礎学力が不足しているため、教科内容の習得に時間がかかる生徒がいる。 
・進路に対する目標が明確でなく、課題への取り組みが不十分な生徒がいる。 
・家庭や寮での学習量や内容が不十分で、十分な態勢で授業や考査に臨めていない生徒がいる。 
・教員の年齢層が大きく２つに分かれており、ICT機器の利用にも大きな差がある。両者について
それぞれの課題に応じた授業における指導力の向上が必要である。 

達成目標 

①学習時間の確保 
 生徒の１週間あたりの家庭学習時間 
 （放課後に自主的に行う学習も含む） 

②タブレットを利用した授業の満足度の向上 
 タブレットの利用の満足度を３点満点で評価 
 （各学期末に取り組み状況で調査） 

 各学年平均 600分以上  平均 2.5点以上（３点満点） 

方  策 

・生徒が取り組みやすい課題内容や生徒個々に
合わせた課題レベルを検討し、家庭で学習す
る習慣を身につけさせる。 

・詳細な学習生活実態調査を実施し、生活指導
を含めたきめ細かな面接指導・助言を行う。 

・進路調査、成績結果と実態調査結果を分析
し、進路意識を高める面接により、意識付け
を図る。 

・校内研修でタブレットなどの ICT機器の特性を
理解し、効果的な利用に繋げる。 

・本校だけでなく他校の取り組み事例を紹介し、
授業での利用の幅を広げる。 

・互見授業の中で、年に２回、積極的に ICTを利
用した授業を公開し、教員相互の資質の向上を
図る。 

達 成 度 

 休校明け６月から１月末まで 

  １年生  752分 （前年度 521分） 

  ２年生  501分 （前年度 510分） 

  ３年生  657分 （前年度 584分） 

   平均 637分（前年度 538分）  

 １学期末結果 

  １年生  2.6  

  ２年生  2.3  

  ３年生  2.4  

   平均  2.48  

 ２学期末結果 

  １年生  2.8  

  ２年生  2.2  

  ３年生  2.7  

   平均  2.58  

具体的な 
取組状況 

・学習生活実態調査を通年で実施し、クラス平
均や最高時間を毎週掲示し、各自の学習時間
を全体との比較により意識させた。 

・実態調査の毎日のコメントのやり取りで生徒
の些細な変化を把握するとともに、個人面接
や毎日のコメントを通して個別に適切な助言
をした。 

・外部模試に向けて課題を与えたり、補充授業
を計画的に継続して実施したりすることで、
１、２年次から進路を意識させ、学習への意
欲を高めた。  

・グーグルのクラウドサービスを臨時休校対策と
して導入し、再開後も生徒がタブレットなどを
使う機会を多くした。 

・年２回の互見授業週間でタブレットを活用した
授業を公開することで、授業での適切な活用に
ついて考える機会となった。 

・ICT支援員を講師にクラウドサービスの活用に
ついての研修会を実施した。さらに、ICT支援
員にも互見授業週間などで教室に入ってもらい
ICT機器の活用についてアドバイスを受けた。 

評  価 １年生：Ａ ２年生：Ｃ ３年生：Ａ Ａ 

学校評議 
員の意見 

・学習生活実態調査における教師から生徒への
コメント記載が良い。生徒はコメントを楽し
みにしていると思われる。 

・学習においては、総時間も大切な観点ではあ
るが、習慣化という観点も必要である。 

・休校となった場合等に備えて、遠隔授業を行うた
めのスキルも身に付けてもらいたい。 

・生徒のタブレット使用についても指導をお願い
したい。 

次年度に 
向けての 
課題等 

・引き続き、学習生活実態調査を実施し、生徒
の実態把握に努めるべきであるが、生徒や担
任の過度な負担とならないようなネットを利
用した調査方法など電子化の方策を考えてい
くべきである。 

・補充授業を今後も継続してできるよう、学
年、進路指導部と連携し、３年間を通した指
導の流れを確立していかなければいけない。 

・タブレット１人１台配置に向けて、さらなる活
用方法の研究と教員の研修が必要である。 

・家庭学習充実のためにクラウドサービスの活用
を推進していかなければいけない。 

（ 評価基準 Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった ） 

  



令和２年度 南砺平高等学校アクションプラン －２－ 

重点項目 学校生活 

重点課題  安全な学校生活と心身の健康について 

現  状 

・自転車や徒歩による登下校時の交通ルールに対して、安易な行動が時々見受けられる。                      
・周囲には商店や高校生が利用できる施設等も少なく、スマホや携帯といった通信機器に依存し、
トラブル等に巻き込まれやすい環境にある。                                                                                                               

・生徒数が少ないことにより、人間関係が深いものとなりやすく、ささいなことから人間関係のト
ラブルやいじめにつながりやすい。 

・精神的に弱い生徒、悩みを抱える生徒が増加傾向にある。 
・保健室利用者の中には、身体的な症状での来室以外に、学習や部活動、友人関係等において悩み
を抱え、自己に否定的な感情をもった生徒が相談に訪れることが多い。 

達成目標 

①悩みを相談しやすい学校づくり 
 個人面談の回数   

②自己肯定感の向上 
 自己肯定感の点数が向上した生徒の割合 
 (自己肯定感を点数化できるチェックシートを 5、7、

9、11、1月に実施)    

 年５回以上     50％以上    

方  策 

・日頃から声がけをし、悩みを訴えやす
い雰囲気づくりに努める。 

・定期的に面談をする計画を立てる。 
・スマホの使い方も含め、いじめの加害
者にならないような講座を企画する。 

・何かあった場合の対応策について周知
を図り、迅速に対応できる体制を整え
ておく。 

・各学年のＨＲ活動に、悩みへの対応の仕方や良好な人
間関係のつくり方等についてスクールカウンセラーの
講義を取り入れる。 

・保健室来室者の心身の状況、欠席状況などを観察する
とともに情報の共有を図る。 

・全教職員が連携、協力して教育相談・健康相談にあた
る。 

・巡回指導員、スクールカウンセラー等を活用し、生徒
の対応に助言をもらう。 

達 成 度 

 各学年  ６回以上実施  ・年４回実施（ 6、9、11、1月）し、６月と１月の結果を
比較した。 

     向上した  変化なし  低下した 

 １年生   52%     15%      33% 

 ２年生   59%      14%       27% 

 ３年生   54%         15%       31% 

・24の質問のうち、あてはまる項目をチェックする方法
（自己肯定感が高いほど、チェック数が多くなる） 

・チェック数の平均を６月と１月で比較すると、 
 １年生 ６月 11個 → １月 12個 
 ２年生 ６月  9個 → １月 12個 
 ３年生 ６月 14個 → １月 13個 となった。 

具体的な 
取組状況 

・機会を見つけて積極的に面談を行っ
た。 

・面談で得られた情報を学年部会等で共
有し生徒理解を深めた。 

・面談で悩みを打ち明けてくれる生徒も
あり、スピード感を持って対応した。 

・生徒厚生委員会がインターネット利用時間と自己肯定
感の関係について調査した。利用時間が短いほど自己
肯定感が高くなる傾向があることを文化発表会で発表
した。 

・教職員間で、教育相談、健康相談内容の情報共有に努
めた。 

評  価 Ａ Ａ 

学校評議 
員の意見 

・いじめ防止や心の健康保持に対し、効
果の高い取り組みである。今後も続け
てもらいたい。 

・面談者は学級担任に固定せず、話しや
すい環境づくりに留意いただきたい。 

・生徒の心の状態を数値化できる良い調査であり継続す
るとよい。 

・不登校傾向のある生徒等に対し、適切に対応している
が、今後も生徒の心のケアに十分な配慮をいただきた
い。 

次年度に 
向けての 
課題等 

・これまでは学年所属の教員が面談を担
当したが、悩み等の話しやすさを考慮
し、学年外の教員が担当する機会も設
ける。    

・巡回指導員、スクールカウンセラー、スクールソーシ
ャルワーカーからの助言や指導を受けながら、全教職
員が連携、協力して教育相談・健康相談にあたる。 

・スクールカウンセラーの配置時間が少なく、一人一人
に十分な時間をかけることができない。 

（ 評価基準 Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった ） 



令和２年度 南砺平高等学校アクションプラン －３－ 

重点項目 進路支援 

重点課題  進路意識の高揚および生徒個々の希望進路に応じた力の育成    

現  状 

・進路先が大学から就職まで多様で、学力差も大きく、十分な対応ができていない所もある。 
・進路に関する生徒と保護者との認識のずれ等の要因により、進路先決定までに時間がかかり過ぎ
ている。 

・社会情勢に関心の低い生徒が多く、毎日ニュースを見る生徒は 50％程である。 
・外部模試は、昨年度より希望制とした。また、昨年度から１・２年生に導入した「高校生のため
の学びの基礎診断」を基礎力診断テストから、１学期にスタディサポート、３学期に実力診断テ
ストに変更し、生徒の基礎学力の判断指標とし、教科指導に生かす。 

・検定試験として、１年生に英語検定（10月）、２年生に漢字検定（２月）を全員受検とし、他の
回は希望制とした。希望制の検定試験として、数学検定、世界遺産検定、ビジネス検定等を実施
する。検定試験を通して、主体的に学習に取り組むことで、基礎学力の充実を図る。 

達成目標 

①一人一人に対応した進路指導の充実 
 保護者同意の進路希望先決定率 

②基礎学力の充実 
 入学から卒業までに、各種検定１種目以
上（３級以上）取得した３年生の割合 

・３年生 90％以上（７月末） 
 進学希望者は第１受験希望校を決定する。就職希望
者は入社希望企業業種を決定する。 

・２年生 70％以上（12月末） 
 進学希望者は進学希望校種・学部・学科・コース等
を決定する。就職希望者は就職の意思決定をする。 

 40％ （現３年生の昨年度までの取得率 
は 30.7％）   

方  策 

・進路ガイダンス、卒業生と語る、オープンキャンパ
スなどを通して、進路意識の向上を図る。 

・希望進路先に対する基礎学力の状況を家庭学習時間
調査結果や外部模試・検定を通して把握する。 

・進路希望調査（４月・７月・12月）をもとにした
進路に関する個人面談を実施し、保護者会を通し
て、生徒と保護者が共に納得できる進路希望先を決
定できるようにする。 

・保護者会で保護者の進路意識調査を実施する。 

・検定試験（漢字、数学、英語、世界遺
産、ビジネス）を合わせて７回実施予定
である。 

・１年生は 10月の英語検定、２年生は２月
の漢字検定を全員受検する。クラス全員
で取り組むことで、クラスの学習に対す
る意識と基礎学力の向上につなげる。朝
テストなどを利用し、検定に向けての学
習を促す。 

達 成 度 
 ３年生  100 ％ （26名/26名） 

 ２年生  82.6％ （19名/23名） 
  46.1％ （12名/26名） 

具体的な 
取組状況 

・「進路ガイダンス」は全学年、「卒業生と語る」は３
学年を対象に実施。コロナの影響で、「オープンキ
ャンパス」は人数制限や WEBで実施されるなど、進
学先決定のための活動が制限された。就職希望者に
ついては、昨年並みに応募前見学は実施することが
でき、志望先の選択に役に立った。 

・また希望進路先に対する基礎学力の状況を家庭学習
時間調査結果や外部模試・検定を通して把握した。 

・進路希望調査（４月･７月･12月）をもとにした個
人面談を実施し、保護者会を通して、生徒と保護者
が共に納得できる進路希望先を決定できた。 

・コロナの影響で検定の実施が危ぶまれた
が、人数を制限したり、教室の使用を工
夫したりすることで予定通り実施するこ
とができた。 

・対策として、受検する検定向けの問題集
を購入してもらい、朝学習や放課後の時
間などを利用して、演習に取り組ませ
た。    

評  価 Ａ Ａ 

学校評議 
員の意見 

・進路目標を決定するためのしかけをさらに工夫して
もらいたい。 

・目標設定と到達の繰り返しが大きな成果
につながる。検定取得は良い取り組みだ。 

・基礎学力の充実に向けて授業の改善も進
めてもらいたい。 

次年度に 
向けての 
課題等 

 進路希望調査の実施時期を変更する。 
・３年生は４月･６月･７月に実施することで、より正
確な希望を把握し、適切な助言を行う。 

・１、２年生は４月・10月・12月に実施すること
で、文理選択や科目選択等に関し、適切な助言を行
う。 

・１、２年生に、検定取得が進路希望先の
受験において、評価の対象となることを
伝え、学習の動機付けとしていく。 

・検定合格に向けての学習を通して、学び
の喜びにつながるような仕組みを構築し
ていく。 

（ 評価基準 Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった ） 



令和２年度 南砺平高等学校アクションプラン －４－ 

重点項目 特別活動 

重点課題  特別活動の充実および読書習慣の定着 

現  状 

・生徒会中心に、生徒が主体の学校作りを目指しており、生徒会行事ではそれが達成されている
が、校則等の規律という面では教員に頼る部分が大きい。 

・小中高合同運動会、球技大会、ボランティア活動、文化発表会など、生徒会が積極的に取り組ん
でいる行事が多い。しかし、行事に意欲的に参加できない生徒も一定数存在する。 

・部活動の兼部制度が変更され、新しい部もできたばかりで、生徒も先生も、活動内容、活動時間
など慣れないところを抱えながらの出発となっている。 

・年間で一冊も本を読まない生徒が４割を超えており、生徒の読書離れが懸念されている。 
・図書館の蔵書冊数が他校に比べて少なく、十分とは言えない状況である。 

達成目標 

①生徒が作るネットルールを守れる生徒の割合 ②年間３冊以上の本を完読する生徒の割合 

 50％以上  ５段階で５（守れた）、４（だいた
い守れた）の生徒の割合    

 70％以上    

方  策 

・生徒会と教員が一体となって呼びかける。 
・毎学期ごとにアンケート調査を行い、振り返
りの場を設定する。 

・読書週間を毎学期実施し、生徒全員が読書に
取り組める機会を設ける。 

・「図書室だより」の発行や「購入図書調査」を
通して委員会活動を活性化し、読書への関心
を高める。 

・図書室と学級文庫の蔵書を充実させる。 
・生徒が興味を持ち、手に取りやすいように、
図書室内外の図書の配置を工夫する。 

達 成 度 

  88％  

 平均は 4.3であった。なお、あまり守れなかっ
たという生徒は 4％であった。 

アンケート結果（２月実施） 
 １冊も完読していない … 30.2％ 
 ２冊完読した     … 34.9％ 
 ３～５冊完読した   …  6.3％ 
 ６冊以上完読した   … 28.6％ 

 ３冊以上完読     …  34.9％  
   

具体的な 
取組状況 

・生徒会執行部で、なぜルールが必要か、どう
したらルールを周知できるか話し合った。 

・ルール周知の強化週間を設け、生徒会執行部
が中心となって登校時に玄関で呼びかけた
り、ポスターを作成したりした。 

・アンケートは１学期末と２学期末の２回実施
した。 

・読書週間を毎学期設定した。 
・ＳＴ前に読書時間を設定した。 
・「図書室だより」の発行や「購入図書調査」を
通して、読書への関心を高めた。 

・生徒図書委員会で「教員によるおすすめの一
冊」を調査し、結果を廊下に掲示した。 

・図書室と学級文庫の蔵書について充実を図っ
た。    

評  価 Ａ Ｃ 

学校評議 
員の意見 

・活き活きと学校生活を送らせるためには、生徒
の主体性を大切にすることが重要である。ネッ
トルールに限らず、生徒の活動については生徒
に考えさせるようにしていくとよい。 

・年間３冊の完読は少なすぎる。さらなる工夫が
必要である。 

・新聞を読むことも大切である。指導をお願いし
たい。 

次年度に 
向けての 
課題等 

・放課後の使用は原則禁止であるが、使用する
姿も見られる。この点の改善が今後の課題で
ある。 

・SNSの不適切な利用をした生徒がいた。ネット
を利用する際のマナー指導にも力を入れてい
きたい。 

・本に触れる機会をどのように増やすか。生徒
の興味関心等の調査を行う。 

・長期休業前に図書室で一斉貸し出しを行い、
生徒には一人一冊以上の本を借りるよう奨励
する。 

・長期休業中に読書感想文を課題とする。 
・生徒間で、本に関する話題が増えるよう、「生
徒によるおすすめの一冊」等を企画する。 

（ 評価基準 Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった ） 

  



令和２年度 南砺平高等学校アクションプラン －５－ 

重点項目 その他（地域・家庭との連携、生徒寮生活） 

重点課題  教育活動への理解を深める情報発信の強化  生徒寮における衛生管理の徹底 

現  状 

・各種「たより」を定期的に発行しており、
「学校だより」は各学期末に平・上平地域
全戸に配布し、広報活動を行っている。ま
た、本校のＨＰにも掲載している。 

・本校の様子を本校ＨＰに適宜掲載している
が、閲覧する保護者の数が少ない。 

 《昨年 12月の調査結果》 
 月に一度以上閲覧  … 45％ 
 学期に一度程度閲覧 … 23％ 

・今年度は予想もしなかった新型コロナウイルスの
蔓延により、世界中に多くの感染者が出た。昨年
度までは、生徒寮内では手洗いの励行や、食品の
管理に対する衛生指導に重点を置いてきたが、幸
いにも食中毒や風邪等の集団発生はなかった。し
かし、今回の脅威を教訓とし、寮生一人一人が衛
生面に対して、より一層の危機感を持ち、自己の
健康管理や病気に対する予防に努めることを習慣
化する必要がある。 

達成目標 

①ＨＰを閲覧する保護者数の増加 
 ＨＰを毎月閲覧すると回答する保護者の割
合 (学期末保護者会時に調査) 

②自己の健康管理と病気に対する予防  
 健康管理と病気に対する予防がほぼできたと回答
する生徒の割合（３ヵ月ごとにアンケート調査）                                

  検温 … 朝夕  うがい … 帰寮時 
  手洗い … 帰寮時・食事前 

 50％以上     95％以上    

方  策 

・本校のＨＰに学校行事等の記事を１ヶ月に
１度以上掲載し発信する。 

・更新状況を保護者にＰＲする。 
・学期末保護者会で、各月にＨＰを訪問した
回数、記事を調査する。 

・各種「たより」の発行も従来通り行う。 

・生徒寮内に注意喚起の張り紙をする。 
・毎日（朝、夕）の体温を記録用紙に記入し、舎監
の職員は学習時間と施錠時の２回点検する。 

・舎監の職員は寮内放送や点呼時に、寮生は役員を
中心に在寮時や点呼時に、手洗い・うがい・検温
を呼びかける。 

達 成 度 
 １学期末  47％  

 ２学期末  52％  

  100％ （できた…68％ だいたいできた…32％） 

 ６回の調査集計（6、7、9、10、11、12月実施）  

具体的な 
取組状況 

・調査の際、保護者からＨＰに関するアイデ
アや要望を聞き、改善につなげた。 

・行事について、月に４、５回掲載した。 
・年度途中から、行事予定を毎月掲載した。 
・保護者等が給食の内容が分かるよう、写真
を掲載した。 

・舎監が呼びかけをし、「手洗い・うがい・検温」の習慣
を身につけさせた。寮生は朝夕の体温を記録し、体調が
悪い場合は、その日の宿泊はしないこととした。                         

・他の対策として、マスク着用の徹底、脱衣所・風呂場へ
の人数制限（各場所２人まで）、清掃時における消毒と
消毒確認チェックシートの記入、朝夕の食事当番体調チ
ェックシートの記入、食堂での机上用パーテーションの
設置、時間をずらしたうえ、前・横に人がいない状態で
の食事、マスクをはずしての会話の禁止、換気扇・排煙
窓の常時稼働、食堂入り口ドアと部屋の室内上部窓の常
時開放、帰寮時における手とスリッパのアルコール消
毒、食堂へ入る時の液体石鹸による手洗いと手のアルコ
ール消毒、出入り業者へのマスクの着用と消毒、３密回
避やマスクの着用を促す張り紙の貼付等を実施した。 

評  価 Ａ Ａ 

学校評議 
員の意見 

・学校だよりを地域の全家庭に配布する取り
組みが良い。地域との連携を深めるために
も、学校から情報をさらに発信してもらい
たい。 

・生徒寮の衛生管理については外部から見ても適切
と思われる。新型コロナウイルスをはじめとした
感染症への対策を引き続きしっかりと行ってもら
いたい。 

次年度に 
向けての 
課題等 

・保護者や中学生が知りたい情報の把握に努
める。 

・ＨＰが見やすくなるようレイアウトを再考
する。（新着情報が目に付きやすい配置と
するなど） 

・各種たよりについては、学校のようすがよ
く伝わるよう、内容を精査する。 

・寮内でできる感染予防対策は限られており、休日
など自宅で過ごす時の感染予防の徹底が必要であ
る。そのためにも正しい知識を学校全体で再認識
する必要がある。 

・コロナで陰を潜めた他の感染症予防に対しても、
十分な対策を引き続き行っていく。 

・職員による指導の温度差がないよう、感染予防策
の徹底を生徒だけではなく、職員にも呼びかけ
る。 

（ 評価基準 Ａ：達成した  Ｂ：ほぼ達成した  Ｃ：現状維持  Ｄ：現状より悪くなった ） 


